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主要著書

・日本介護福祉学会辞典編纂委員会 執筆者191名：介護福祉学辞典.ミネルヴァ書房,p.322-

323及びp.324-325,2014.

・西村洋子,本名靖，綿祐二他7名：介護の基本Ⅰ.建帛社,p.52-56,2009.

主要論文

・松田実樹,合田衣里,村上留美,三上ゆみ,松本百合美：中山間地域における買い物に関する

利用者ニーズと送迎・買い物付き集いの場の実践報告.新見公立大学紀要第46巻,79－

85,2025.

・丸山純子,松田実樹,吉田美穂,他５名：中山間地域の医療福祉関係者が捉える食支援の困難

さに関する研究－食事介助実技セミナー受講者のアンケート調査から－.新見公立大学紀要,

第44巻,109－115,2023．

・松田実樹：重度障害者の支援実施の影響要因と支援状況との関連.地域ケアリング,23

（11）,72－75,2021.

・松田実樹：共同生活援助における医療的ケア実施上の課題.地域ケアリング，第21巻第8

号，p.56-58,2019.
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知症ケアの現状－3年未満・以上群の比較と実践向上群の特徴－.介護福祉教育，23巻2号，

p.64-71,2018.

・杉本浩章,篠田道子,上山崎悦代,原沢優子,松田実樹：緩和ケア病棟を有する病院における

IPWの促進要因と阻害要因.ケアマネジメント学,16号,p.57-69,2018.

・谷口敏代,若崎淳子,松田実樹,他3名：がんに罹患している利用者を支える訪問介護員の役

割とケア困難感.インターナショナルNursing Care Research,15巻2号,p.83-92,2016.

・松田実樹,杉本浩章,上山崎悦代,他2名：終末期ケアにおける専門職間協働の現状と課題－

特別養護老人ホームにおける調査から－.岡山県立大学保健福祉学部紀要,22巻1号,p.167-

176.2015.

・松田実樹,谷口敏代,原野かおり,他2名：介護福祉職の生活支援の視点からみる障害児

（者）の居宅生活を困難にしている生活課題の分析.介護福祉教育,20巻2号,p.35-43,2015.

・原野かおり,佐藤ゆかり,松田実樹,他2名：ICFの考え方に基づいた『介護過程展開』にお

ける学生の視点の変化.介護福祉教育,20巻2号,p.65-71,2015.

・趙敏廷,谷口敏代,原野かおり,松田実樹,他1名：介護福祉学誌にみる介護福祉学の研究動

向.-論文タイトルを用いたテキストマイニングから－.介護福祉学,20巻2号,p.152-158.2013.

・趙敏廷,谷口敏代,原野かおり,松田実樹：介護福祉教育の研究傾向と今後の課題についての

一考察.-テキストマイニングによる分析から－.介護福祉教育,18巻2号,p.87-94.2013.
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